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木質系燃料および燃焼機器の特性  

  

１．木質系燃料燃料の品質  

 薪、チップ、ペレットの各種燃料の燃焼効率を高めるため
最適な形状、含水率等について調査した。 

２．木質系燃料を用いた農業ハウス加温実証 

 薪、チップ、ペレットの各種燃料およびそれぞれに対応す
る温風加温機を用いて、農業ハウス内の加温状況、燃料消費
量、加温機の特性について調査した。 

３．経済性の検討 

 上記試験結果をもとに農業施設に導入する木質系加温機の 

経済性について試算した。 

１．本試験で供試した機種において、含水率は薪では40％以下、
チップでは20％以下、ペレットでは10％以下のものが効率よく
燃焼した。形状は薪では長さ40cm以下、チップは長さ5cm以下の
切削チップ、ペレットは長さ3～4cm程度のものが最適であった。
小型機種の自動供給装置に対応するには、均質な燃料の形状が
必要であった。 

２．本試験で供試した機種はすべて５万KWの能力を持っており、
120～280㎡のハウス内で5℃～15℃（外気温０℃）の温度保持が
可能であった。 

３．燃料消費量は機種により性能は異なるが、どの燃料を用い
ても石油燃料より調査期間中の燃料代は安くなった。 

 

 本研究の成果をもとに開発した小型燃焼機器の実用化を図り、 

農家への普及を目指す。 

木質バイオマス、下水汚泥、家畜糞のエネルギー利用技術の開発（研究期間：H24～26） 
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研究の背景・目的 

研究方法 

研究状況 

研究成果の活用・今後の研究計画 

 石油価格の高騰や環境問題等の理由からバイオマスエネルギーへの関心が高まっている。公共施設や一般家庭に
おいても薪、チップ、ペレットなどの木質系燃料を用いたボイラーやストーブの導入が増えつつある。本研究はこれら木
質系燃料の農業利用を進めるため、農業用ハウス加温の実証試験を行い、燃料の品質や加温機の特徴、経済性につ
いて調査した。 

ペレット焚加温機 

厳寒期のﾊｳｽ内温度の推移 

チップの種類別含水率 
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